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� 本題に入る前に 「IT交差点」
� プレ८ントृ௬卒版匏用方১も傲載プレ८ントृ௬卒版匏用方১も傲載

� Windows Server 2008 の仮想化
� 複数の仮想環境をଵ৶する
� まとめ



““人人””と“技術と“技術””をテーマとした、をテーマとした、
ITITエンジニアのためのフリーマガジンエンジニアのためのフリーマガジンITITエンジニアのためのフリーマガジンエンジニアのためのフリーマガジン

20072007ফফ66াにスタート。ফাにスタート。ফ3~43~4回、৅ষ。回、৅ষ。
誌面と誌面とWEBWEBの両方で毎回約の両方で毎回約1010万人にお届け。万人にお届け。
無厄定勡儔傊ྖ時匃厏中。（଻人・十঵）無厄定勡儔傊ྖ時匃厏中。（଻人・十঵）
http://www.microsoft.com/japan/powerpro/magazinehttp://www.microsoft.com/japan/powerpro/magazinehttp://www.microsoft.com/japan/powerpro/magazinehttp://www.microsoft.com/japan/powerpro/magazine
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これまでのこれまでのMSMSの仮想化の仮想化
Virtual Server 2005 R2 SP1 (無償提供)
1卤の匵৶サーバー上で複数OSを起動
サポートの一元化 ع ホストOSからゲストOSまでサポートの一元化 ع ホストOSからゲストOSまで

仮想化技術仮想化技術
((サービスサービス))

ゲストゲスト OSOS ゲストゲスト OSOS

仮想仮想 ハードウェアハードウェア
ଵ৶環境MS

サ
ポ
ー
ト
範
囲
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ハードウェアハードウェア

ホストホスト OSOSホストホスト OSOS

Virtual Server 上で動作する仮想サーバーOS

範
囲



ハードウェア
x64ベースのプロセッサ（Intel EM64T, AMD64）
ハードウェアによる仮想化 (Intel VT, AMD-V)
データৰষଆ止（DEP）
対応 BIOS
データৰষଆ止（DEP）
対応 BIOS

ソフトウェア
Window Server 2008 x64 エディション（Standard, Enterprise, Datacenter）

DVDには、Hyper-V プレリリース版（Beta）が搭載
Hyper-V のಌ新パッケージ

ಌ新プログラム (KB950050)
インストール

サーバーの役割としてインストール
再起動再起動

Hyper-V サイト（ダウンロード、インストール手順書 など）
http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2008/virtualization/default.mspx 6



64bit ゲスト
マルチCPU
相互運用性 アプリ アプリアプリ アプリ相互運用性

親

ଵ৶環境ଵ৶環境
(ゲストOS)

子

ゲストOS

アプリ
５

アプリ
６

アプリ
６

アプリ
７

子

ゲスト OS

アプリ
１

アプリ
２

アプリ
３

アプリ
４

ドライバ
ఏ厜ଵ৶ॶール
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親
パーティション

ハードウェア
(仮想化技術)

Hypervisor型 仮想機能Hypervisor型 仮想機能

子
パーティション

子
パーティション
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Server CoreServer Core を匏用を匏用
最小限のリソース消費最小限のリソース消費最小限のリソース消費最小限のリソース消費
攻撃可能面の削減攻撃可能面の削減

仮想化のためにリソースを最大限活用仮想化のためにリソースを最大限活用
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アプリアプリ

Child PartitionsChild Partitions

アプリアプリ

Parent Parent 
PartitionPartition

VM VM 
ワーカーワーカー
プロセスプロセス アプリアプリ ユーザーユーザーアプリアプリ

ケーションケーション

Windows 
Server 2003, 

2008
Windows Windows 
カーネルカーネルll VSCVSC

アプリアプリ
ケーションケーション

hypervisor 
非対応 OS

Windows Windows 
Server 2008Server 2008

VSPVSPWindows Windows 
カーネルカーネル

VM VM サービスサービス
WMI WMI プロバイダプロバイダ

プロセスプロセス

IHV IHV 

アプリアプリ
ケーションケーション

XenXen--enabled enabled 
Linux Linux カーネルカーネル

Linux Linux 
VSCVSC

VMBusVMBus

ユーザーユーザー
モードモード

カーネルカーネル
モードモード

VMBusVMBus エミュレーションエミュレーション

IHV IHV 
ドライバドライバ

VMBusVMBus HypercallHypercall
アダプタアダプタ

VMBusVMBus

“Designed for Windows” Server Hardware“Designed for Windows” Server Hardware

Windows hypervisorWindows hypervisor
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エミュレーションエミュレーション（統合サービス無（統合サービス無))HyperHyper--V V 対応対応（統合サービス有）（統合サービス有）
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ホストマシンのCPUリソースを動的に割り当て
スクリプトによるスケジューリングも可能

HyperHyper--VVHyperHyper--VV
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Virtual ServerVirtual Server



ロールバックとロールフォワード
取りたい時にスナップショット
戻したい時にある時点に戻る

スナップショット１
(OSインストールと設定)

スナップショット２
(アプリケーション環境構築済み)

スナップショット３
(検証シナリオ１)

スナップショット４

匏用したい
ポイントに
୮元可能

戻したい時にある時点に戻る

スナップショット６
(検証シナリオ２)

スナップショット７
(検証シナリオ２ パターン１)

スナップショット４
(検証シナリオ１ パターン１)

スナップショット５
(検証シナリオ１ パターン２)

୮元可能
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高パフォーマンスな匵৶ハードディスク
（パススルー接続）形式を設定可能

種類 特徴 メリット デメリット種類 特徴 メリット デメリット
仮想ディスク
イメージ
(VHDファイル)

卣୤可厭
Dynamically 
Expanding VHD

データが格納されると
VHDファイルを拡張し
て保存

・ディスク୩ୠを஍厾
よく匏用

・ディスク୩ୠが
フラグメント化す
るためパフォーマ
ンスが低い

卣୤ಕ定
Fixed-Size VHD

保存されているデータ
୤にঢ়厂なく匦定した
卣୤をVHDディスクと
して作成

・高いパフォーマンス ・あらかじめ大き
なデータ୩ୠが必
要

して作成

匵৶ハードディスク
Pass Through Disk

匵৶ディスク(LUN)をマ
ウント
（Hyper-V から新機
能）

・最高のパフォーマン
ス
・2TB 以上のディス
クを作成可

・スナップショッ
ト機能が匏用でき
ない
・可搬性が低い
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Quick Migration Quick Migration 
ホストホスト OS OS クラスタリングによる仮想マシンのクラスタリングによる仮想マシンの
ホストホスト OSOS 間移動およलᅵশ化機能間移動およलᅵশ化機能

フェールオーバークラスタリング（フェールオーバークラスタリング（MSFCMSFC）の匏用）の匏用フェールオーバークラスタリング（フェールオーバークラスタリング（MSFCMSFC）の匏用）の匏用

計画停止時計画停止時
Quick Migration Quick Migration によりにより
数秒数秒--数十秒のダウンタイムにて移動数十秒のダウンタイムにて移動
仮想マシンの稼働状態のまま仮想マシンの稼働状態のまま
保存保存→→移動移動→→୮元୮元
ダウンタイムはストレージの速২とダウンタイムはストレージの速২と

仮想仮想
ディスクディスク

共有ディスク
（FC SAN または iSCSI）

ダウンタイムはストレージの速২とダウンタイムはストレージの速২と
仮想マシンのメモリサイズに依存仮想マシンのメモリサイズに依存

計画外停止時計画外停止時
Quick Migration Quick Migration により、により、
仮想マシンを別の仮想マシンを別の
匵৶マシンにてঽ動的に匵৶マシンにてঽ動的に
再スタート再スタート ネットワーク接続ネットワーク接続
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Virtual Server 2005 R2Virtual Server 2005 R2 HyperHyper--VV
パフォーマンスパフォーマンス//スケーラビリティスケーラビリティ

3232ビットビット 仮想仮想 OSOS (x86)(x86) ○○ ○○
6464ビットビット 仮想仮想 OSOS (x64)(x64) ×× ○○6464ビットビット 仮想仮想 OSOS (x64)(x64) ×× ○○
仮想仮想 OS OS マルチプロセッサ対応マルチプロセッサ対応 ×× ○○（最大4コア）
仮想仮想 OS OS 最大メモリ最大メモリ 3.6 GB3.6 GB 6464 GBGB
仮想 OS の匵৶ディスク匏用 ×× ○○
リソースଵ৶リソースଵ৶ ○○ ○○

可用性可用性
仮想仮想 OS OS 間のフェールオーバー間のフェールオーバー ○○ ○○
ホストホスト OS OS 間のフェールオーバー間のフェールオーバー △△（スクリプトが必要）（スクリプトが必要） ○○ホストホスト OS OS 間のフェールオーバー間のフェールオーバー △△（スクリプトが必要）（スクリプトが必要） ○○
仮想仮想 OS OS のスナップショットのスナップショット ×× ○○

ଵ৶ଵ৶
拡張性拡張性 ○○ ((COM)COM) ○○ ((WMI)WMI)

ଵ৶インターフェースଵ৶インターフェース WebWeb MMC 3.0MMC 3.0
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作঵匦単はଵ৶ॶール or PowerShellコマンドで

集中集中コントロール機構コントロール機構

ライブラリ
(テンプレート)
ベース１ベース１ ベース２ベース２集中集中コントロール機構コントロール機構

仮想OS仮想OS
仮想OS仮想OS 仮想OS仮想OS

仮想OS仮想OS
仮想OS仮想OS

仮想OS仮想OS

集中集中コントロール機構コントロール機構 ベース１ ベース２

ベース３ベース３ ベース４ベース４
集中集中コントロール機構コントロール機構

仮想OS仮想OS

HyperHyper--VV １１ HyperHyper--V 2V 2 HyperHyper--V 3V 3 Virtual ServerVirtual Server VMWareVMWare ESXESX

仮想OS仮想OS
仮想OS

仮想OS仮想OS 仮想OS仮想OS
仮想OS

仮想OS仮想OS 仮想OS仮想OS
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匵৶サーバー間でঽ厩にଦ厒
集中集中コントロール機構コントロール機構

仮想仮想OSOS仮想仮想OSOS

仮想仮想OSOS仮想仮想OSOS
AA

仮想仮想OSOS仮想仮想OSOS

仮想仮想OSOS仮想仮想OSOS
仮想仮想OSOS仮想仮想OSOS

仮想仮想OSOS仮想仮想OSOS
仮想仮想OSOS仮想仮想OSOS

仮想仮想OSOS仮想仮想OSOS
仮想仮想OSOS仮想仮想OSOS

集中集中コントロール機構コントロール機構
拠点拠点

YY
拠点拠点
ZZ

BBBB
匵৶サーバー１匵৶サーバー１ 匵৶サーバー２匵৶サーバー２ 匵৶サーバー３匵৶サーバー３ 匵৶サーバー４匵৶サーバー４ 匵৶サーバー５匵৶サーバー５

仮想仮想OSOS 仮想仮想OSOS 仮想仮想OSOS

((୻୻A)A) サーバー間移動サーバー間移動 ((୻୻B)B) 拠点間複製拠点間複製

BBBB

※ Quick Migration ：MSFCとの連携も可能
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仮想化されたプラットフォームのためのଵ৶匼ೕを提供仮想化されたプラットフォームのためのଵ৶匼ೕを提供

仮想環境

VM 1 VM 2VM 1 VM 2

ソフトウェア
配布

システム監視

ෘ୳୭୆भઈ用ଵ৶

Windows HyperVisor
Intel VT / AMDV

VM 1
“Parent”

VM 2
“Child”

Hyper-V

ホスト OS

VM 1
ゲスト OS

VM 2
ゲスト OS

バックアップ
リストア
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仮想化は加速

注意点
サーバーの仮想化がゴールではない
ଵ৶が複儡になる可能性あり

अまく匏用し、अまくଵ৶すれयअまく匏用し、अまくଵ৶すれय
仮想化を導入したメリットは大きなものに

もしよかったら試してみてください。
24
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